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知
識
と
智
慧
の
違
い
は
経
験
に
よ

　
る
優
先
順
序
の
有
無
で
あ
る
。
優
先

　
順
序
の
付
け
ら
れ
な
い
知
識
の
洪
水

　
は
、
イ
ラ
イ
ラ
感
を
も
た
ら
す
だ
け

　
で
あ
り
、
知
識
は
情
報
と
言
い
換
え

　
て
も
い
い
。
現
在
の
通
信
情
報
技
術

の
進
歩
は
こ
の
イ
ラ
イ
ラ
感
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
。
人
間
は
年
齢
に
応

・
じ
た
経
験
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

’
が
、
自
分
の
人
生
の
方
向
性
を
考
え

　
ざ
る
を
得
な
い
、
多
感
な
高
校
生
に

　
国
際
的
な
現
場
経
験
を
積
む
機
会
を

　
与
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
「
高

　
校
生
国
際
育
成
基
金
構
想
」
の
提
案

・
で
あ
る
。

　
　
公
平
さ
と
は
意
欲
と
能
力
の
あ
る

　
人
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
お
金
と
い
っ
た

機
会
を
与
え
て
、
結
果
を
出
さ
せ
る

こ
と
。
差
別
と
は
意
欲
と
能
力
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
会
が
与
え

ら
れ
な
く
て
結
果
が
出
せ
な
い
こ
と

だ
。
高
校
生
に
は
異
な
っ
た
社
会
環

高校生国際育成基金

境
や
文
化
を
、
貴
重

な
経
験
と
し
て
吸
収
す

る
能
力
は
十
分
あ
り
、

自
分
の
人
生
を
積
極

的
に
考
え
て
い
き
た

い
と
す
る
意
欲
が
、
自

我
の
発
育
と
と
も
に

形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

時
期
で
も
あ
る
。
あ

と
は
機
会
を
手
に
入

れ
る
だ
け
で
結
果
は
出

る
は
ず
だ
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

に
は
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
3
0
力
国
に

支
部
が
あ
り
、
現
在
1
9
力
国
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
迪
め
て
い
る
。
ア
ジ
ア

で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
が
代
表
的

な
国
だ
。
そ
こ
で
は
派
遣
さ
れ
た
ス

タ
ッ
フ
が
日
本
と
は
異
な
っ
た
社
会

環
境
や
文
化
の
下
で
、
現
地
の
人
た

ち
と
と
も
に
貧
困
対
策
や
健
康
増
進

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
貴
重
な
み
な

さ
ん
の
お
金
で
実
施
し
て
い
る
。
３

～
５
年
の
実
績
を
重
ね
、
現
地
の
人

だ
ち
と
の
信
頼
関
係
も
生
ま
れ
て
き

て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
を
高
校
生

に
提
供
し
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
ス
タ

ッ
フ
が
高
校
生
の
お
世
話
を
す
る
。

そ
し
て
意
欲
あ
る
高
校
生
に
現
地
を

訪
れ
る
費
用
を
無
利
子
で
1
0
年
間
返

済
の
機
会
を
与
え
る
。
こ
れ
が
「
高

校
生
国
際
育
成
基
金
構
想
」
の
エ
ッ
、

セ
ン
ス
で
あ
る
。

　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
、

題
字
は
筆
者
）
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